
介護予防・フレイル予防支援強化事業

フレイル予防の視点を踏まえ、通いの場を始めとした地域における介護予防活動の拡大・機能強化を図るため、これまでの取組内容を強化し、区市町村を支援

〇 介護予防・フレイル予防推進支援センター設置事業

健康長寿医療センターの有する知見を活用し、住民主体の介護予防・

フレイル予防活動等を推進する区市町村に、専門的・技術的支援を提供

▸ フレイル予防の視点を踏まえたプログラム等を提供

▸ 地域特性に応じた多様な通いの場の展開を支援

〇 介護予防・フレイル予防推進員配置事業

通いの場等の介護予防活動の拡大や、フレイル予防の観点での機能

強化を促進する取組を推進する職員を配置する場合に補助10/10

▸通いの場等におけるフレイル予防の観点を踏まえた予防

活動の促進

都における今後の方向

国の動向を踏まえ、通いの場等の一層の拡大と、以下の観点での充実を図る

・ フレイル予防の観点を踏まえ、通いの場の機能強化を推進

・ 東京の地域特性に応じた、多様な通いの場づくりを推進

事業内容

区市町村

運動機能
向上

低栄養
予防

社会参加
促進

口腔機能
向上

「通いの場」の拡大・機能強化

認知機能
低下予防

東京都介護予防・
フレイル予防推進支援センター

介護予防・フレイル予防
推進員

（区市町村に１～２名）

支援育成

都補助

健康長寿医療
センターへ委託

国の動向

「一般介護予防事業等の推進方策に関する検討会」取りまとめ (R1年12月 厚生労働省)

・通いの場の取組を始めとする一般介護予防事業は、住民主体を基本としつつ、効果的な

専門職の関与も得ながら、多様な関係者や事業等と連携し、充実を図ることが必要 等

健康寿命延伸プラン (R1年5月 2040年を展望した社会保障・働き方改革本部)

2040年までに健康寿命を3年以上延伸するための取組の柱の１つとして、介護予防・

フレイル予防、認知症予防を位置づけ、実施拠点となる通いの場を大幅に拡充※する

※認知症施策推進大綱 (R1年６月) 2025年までに介護予防に資する通いの場への参加率を８％

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施」(R2年度～)

・後期高齢者の保健事業について、後期高齢者医療広域連合と区市町村が連携し、介護

予防等と一体的に実施（通いの場への関与等）

強化ポイント

強化ポイント

これまでの取組（H29年度～R１年度）と現状

・人と人とのつながりを通じ、活動への参加者や通いの場が継続的に拡大

するよう、地域づくりによる介護予防を推進する区市町村を支援

・特に、科学的根拠に基づく体操等を行う通いの場の普及を支援

〇 東京都介護予防推進支援センター設置事業

東京都健康長寿医療センターに介護予防推進支援センターを設置し、

住民主体の通いの場づくり等に取り組む区市町村に専門的な支援を提供

〇 介護予防による地域づくり推進員配置事業

住民主体の通いの場を育成する職員等を配置する場合に補助10/10

⇒ 通いの場の参加率は着実に上昇。活動内容別では体操が約半数

（４予算額 357,408千円）

（113,868千円）

（243,540千円）
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テキストボックス
　資料５－３  



〇 介護予防・フレイル予防に取り組む行政職員向け研修を実施

〇 介護予防・フレイル予防推進員向け研修を実施

〇 介護予防事業等に関する相談に対し、専門的知見から助言

〇 区市町村における多様な予防プログラムの展開を支援

〇 地域特性に応じた介護予防活動等を支援するため、地域診断の手法や効果的な通い

の場の展開手法等を提案

〇 積極的に介護予防・フレイル予防に取り組む区市町村の取組について、効果の評

価・分析等を実施し、他地域への拡大・横展開を支援

相談支援

東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター事業内容

〇 (地独) 東京都健康長寿医療センターに蓄積するフレイル予防の研究成果や、地域における介護予防活動

の展開手法を総合的に活用するため、介護予防推進支援センター（平成29年度～令和元年度）を再構築

〇 フレイル予防の視点を踏まえ、住民主体の通いの場づくりを始めとした地域における介護予防活動の

拡大・機能強化を推進する区市町村に専門的・技術的な支援を提供し、取組を支援

▶ フレイル予防の観点を踏まえた予防活動のプログラムを提供

▶ 地域特性に応じた多様な通いの場の実施を支援

〇 区市町村に向け、HP等を通じ、センターによる支援の成果等について情報を発信

介護予防・フレイル予防推進支援センター設置事業

人材育成

普及啓発

評価・効果分析

強化ポイント

センターの運営体制

（4予算額 113,868千円 ）

・ 都における高齢者の医療・研究の拠点

である健康長寿医療センターの人材※を、

総合的に活用

※ 医師、保健師、リハビリテーション

専門職、管理栄養士、歯科衛生士など

多様な専門分野の研究職

・ センターと都が連携し、外部有識者の

協力も得ながら、区市町村の支援ニーズ

を定期的に把握し、効果的な支援を提供

保健師

医師

社会参加

地域保健

福祉

栄養士

歯科衛生士 リハビリテーション専門職



区市町村、
地域包括
支援セン
ター

(平成29年度～令和元年度)

「介護予防による地域づくり推進員」
住民主体の地域づくりにつながる介護予防活動

（主に体操等を行う通いの場）を推進

【取組内容】

◇介護予防の体制整備

◇地域の住民及び介護予防活動を行う
自主グループの支援

【実施主体】

区市町村(地域包括支援センターへ委託可)

【補助内容】

介護予防・フレイル予防推進員の配置経費を基本として、事業実施に

必要な経費を対象とする（備品購入費除く）。

(補助対象経費)
事業実施に必要な報酬、給料、職員手当等、共済費、報償費、旅費、

需用費、役務費、委託料、使用料及賃借料、負担金

【補助基準額】

1人当たり5,500千円

(65歳以上人口10,000人以上の区市町村 ⇒ 最大2人)

(65歳以上人口10,000人未満の区市町村 ⇒ 最大1人)

【補助率】

10/10

【人員配置】

リハビリテーション専門職、保健師、社会福祉士、主任介護支援専門

員、その他関連業務経験者

「介護予防・フレイル予防推進員」
通いの場等の介護予防活動の拡大や、フレイル予防の観点での機能強化を促進する取組を推進

【取組内容】

〇 通いの場の拡大・継続支援等
・「介護予防の体制整備」「地域の住民及び介護予防活動を行う自主グループの支援」を継続実施

・身近な地域における多様な通いの場等の取組状況の把握

〇 通いの場等におけるフレイル予防等の観点を踏まえた予防活動の促進 (新)
・地域の自主グループ等に対し、フレイル予防の観点を踏まえたプログラムの普及を図る

補助概要

事業内容

介護予防・フレイル予防推進員配置事業 （ ４予算額 243,540千円）

令和2年度に、フレイル予防の観点を踏まえた、通いの場等の介護予防活動の拡大・機能強化を図るため、「介護予防による地域づくり推
進員配置事業」を再構築。

令和２年度～

介護予防・フレイル予防
推進員

※区市町村、介護予防・フレイル予防推進員に対する研修・相談支援を実施

運動機能
向上

低栄養
予防

社会参加
促進

口腔機能
向上

「通いの場」の拡大・
機能強化

認知機能
低下予防

東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター

〇拡大・継続支援等
〇フレイル予防等の観点を
踏まえたプログラム普及

支援 支援

配置



新しい日常において通いの場等の取組を引き続き

推進する手法を確立し、高齢者の活動環境を確保す

ることで、健康状態の維持を支援する必要がある

○ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で、活動休止を求める声や活動場所の

減少等により、地域で住民が主体的に取り組む介護予防・フレイル予防活動

等の実施が困難

○ 活動量の減少により高齢者の心身機能が低下、他者との交流機会も減少

現 状

内 容

高齢者のグループ等が「感染症対策を講じて集合方式で行う通いの場等の活動」や「オンラインツールを活用

して行う介護予防・フレイル予防活動」について、以下の両方又はいずれかの支援を行う区市町村に対し、取組

に係る経費を補助

課 題

効 果

健康状態の維持

つながりの維持

＜オンラインツールを活用した
予防活動のイメージ＞

対面 ・ 非対面で
行う予防活動を支援

【補助基準額】 （千円）

【補助率】 10/10

【実施期間】 2年（R4～R5年度）

（４予算額 416,000千円）

日常生活圏域数 1～10 11～20 21～

　補助基準額 8,000 10,000 15,000

新しい日常における介護予防・フレイル予防活動支援事業

場所不足の解消

(ア) 集合（対面）方式での予防活動の支援

・ 高齢者が集まって対面での活動を実施する際の感染予防に必要な衛生用品の購入費

・ グループの小規模化（グループ分け）のため活動時間延長に伴う会場費 等

(イ) オンラインツールを活用した予防活動の支援

・ 高齢者が自宅等において、他者との交流を伴う予防活動に取り組める機会を設けるとともに、

活動への参加をサポート

※スマホやタブレットを体験用に短期間貸与することも可

※介護予防講座(体操等のプログラムを行う)等の既存事業をオンライン化する形でも可



令和４年度事業

（１）生きがい活動等の促進

（令和２年度実績：39区市町村 168,246千円）

高齢者を対象とした文化・教養・スポーツ活動等、高齢者の生きがい

づくりや自己実現につながる機会を提供する区市町村を支援

地域の課題解決に取り組む団体等と連携し、高齢者を対象とした座

学と現場実習・体験等を行う講座等及び地域活動に係るマッチング等

を実施する区市町村を支援

＜補助対象＞

ア 区市町村が地域の実情に応じて直接実施する事業

イ 高齢者が主体となって実施する活動を区市町村が支援する事業

＜補助基準額＞

ア １区市町村当たり 10,000千円

イ 1事業当たり 10,000千円

＜補助率＞

2/3

人生100年時代セカンドライフ応援事業 〔令和４年度〕

多様なニーズを持つ高齢者の生きがいづくりや自己実現の機会を提供する区市町村を支援し、人生100年時代において、高齢者のだれもが地域ではつら
つと活躍できる社会を実現する。

（２）地域サロンの設置

（令和２年度実績：18区市町村 104,762千円）

ア 高齢者が気軽に立ち寄り、参加できる活動の拠点

イ 高齢者が担い手となり、高齢者・障害者・子どもなど、地域で暮

らす多様な住民の居場所

＜補助基準額＞

改修費・備品：サロン1か所当たり2,600千円

運営費：区市町村あたり5,000千円×日常生活圏域数（※）

※日常生活圏域数：都内計287（最少１～最大27）

＜補助率＞

2/3

＜事業の要件＞

・公共施設や空き店舗等を活用し、週２回以上運営

・イの場合、元気高齢者などのボランティアにより運営

【事業内容】

次の（１）、（２）のいずれか又は両方を実施

【令和４年度見積額】

359,000千円（生きがい：212,000千円、地域サロン：147,000千円）

令和２年度より都民提案事業の内容も採択 令和元年度より都民提案事業を統合



人生100年時代社会参加マッチング事業 背景及び課題、事業内容、方向性

0

●都内全域の様々な社会参加活動を把握
（オンラインプラットフォームの活用）

●情報の提供・紹介、マッチング

ボランティア就労的活動

自己啓発・趣味活動 友人知人との交流

・空いている時間に趣味
や経験を生かせる活動に
参加したいけど、どんな
活動が自分に合って
いるのかなぁ。

都

住民
（シニア・
プレシニア）

案内・相談窓口

相 談

活動の紹介等

社会参加活動の掘り起こし

●オンラインプラットフォームによる広域的なマッチング支援

●区市町村の取組の支援

区
市
町
村

【背景及び課題】
■高齢者の社会参加の意欲が実際の活動に結びついていない

・地域活動等への参加希望は約８割(※１) ⇔ 現在の高齢者の社会参加は約５割（※２）

・社会参加しない理由(※３) ｢きっかけがない」(20.9%)、 ｢興味のある活動内容がない｣(15.5%)、
｢仲間がいない｣(14.2%)、「活動の情報がない」 (10.5％)

シニア・プレシニアの継続的な社会参加を促進するため、委員会を設置し、広域的な観点から効果的なきっかけ

づくり・マッチング等に向けた施策を立案するとともに、区市町村の取組を支援する。（令和４年度事業開始）

※１：令和２年度インターネット福祉保健モニター「高齢期における地域活動等の意向」について ※２、３：令和元年度在宅高齢者の生活実態調査報告書

事業内容

【今後の方向性】



区分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

マッチ
ングプ
ラット
フォー
ム

先
行
実
施

区市町村等
との協議

区市町村
補助

コーディ
ネーター
研修

人生100年時代社会参加マッチング事業 スケジュール

運用開始
・先行実施における
活動情報の収集体制
等を引き継ぎ、円滑
にプラットフォーム
を運用開始

設計・開発委託基本計画・要件定義準備契約

研修開始内容検討準備

開始
（５区市）

プラットフォーム
構築による規模増

継続
（既存５区市、新規3区市）

未実施自治体の取組開始や既実施自治体における取組の強化を支援していくとともに、
区市町村域を超えた住民と社会参加活動との広域的なマッチングの実施を協議
⇒先行実施を含むマッチングプラットフォームへの参加やクローリングの実施について協議

拡充
（既存８区市、新規3区市、クロー
リングの追加項目）

移行事前調整 HP改修 随時活動を収集、HPに公開

プラットフォーム運用開始に向けた準備・調整

・運用開始までの間、東京ホームタウンプロジェクトのHPでプラットフォームの一部機能を先行実施

・都及び運営委託事業者が区市町村や社協等と連携して活動団体から情報を収集する体制を構築

・収集した活動情報・団体情報は利用者がキーワード等で検索・申込を行いマッチングを推進



単

位

老

人

ク

ラ

ブ

・社会奉仕
・健康増進
・生きがいを高める
等の基本的活動の実施

補助単価(１クラブ/月)
・区部 ＠３，６００-
(市町村部との差額は財調)

・市町村部＠３，６００-
(高齢包括補助事業分＠160,000/年)

・講習会等への参加
・講習会参加後の各クラブで
の健康づくり活動の実施 等

○友愛実践活動の実践
・８人１ﾁｰﾑで活動
・寝たきり・虚弱高齢者・
ひとり暮らし高齢者で支援
を必要とする者が対象

東老連・単位老人クラブ等への補助とその流れ

（募集）

（指導）

（指導）

（育成）

国

東

京

都

（補
助
）

（補助）

（補助）

（補助）

（補助）

（補助）

（連携）

（募集）
（推薦）

（指導）

※ 予算額は、令和４年度予算額（高齢包括補助事業は不算入）

（育成）

（指導）

（募集）

区

市

町

村

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

＜一般事業＞
・老人クラブの育成指導
・仲間づくり 等の活動

補助単価
会員割(＠67/会員1名につき）
＋地区割＠１８０，４２０-

<特別事業＞
・活動リーダーの育成
・他世代との交流促進等の活動

補助単価(特別事業実施につき)
＠１８０，４２０-

・健康教室
・知識の普及啓発
・心の健康づくり 等の実施

補助上限
知事が必要と認める額
(予算の範囲内)

（東老連と連携して）「友愛実
践活動講習会等」を実施

講習会等への参加 （リーダー
候補）等

（参加）

総括表（千円）
区市町村 東老連 歳出(計) 歳入(計)

①老人ｸﾗﾌﾞ助成事業補助 ９４，４３６ ９４，４３６ ４７，２１８
②区市町村老人ｸﾗﾌﾞ連合会助成事業補助 ２３，６４８ ２３，６４８ １１，８２４
③老人ｸﾗﾌﾞ健康教室事業 ５，１４２ １４，０００ １９，１４２ ９，５７１
④老人ｸﾗﾌﾞ等活動推進員設置事業等 ３２，７７５ ３２，７７５ １６，３８７
⑤老人ｸﾗﾌﾞ友愛実践活動助成事業 １２，０００ １２，０００ ６，０００

計 １２３，２２６ ５８，７７５ １８２，００１ ９１，０００

区

市

町

村

＜①老人ｸﾗﾌﾞ助成事業補助＞
～基本的活動に関する補助～

○単位老人クラブの活動への補助(公)

予算額９４，４３６千円

○高齢社会対策区市町村包括補助事業(都)
（高齢者の社会参加を促進するための事業）
※ 市町村のみが対象

<②区市町村老人ｸﾗﾌﾞ連合会助成事業補助>
～基本的活動に関する補助～

区市町村老人クラブ連合会への助成
○一般事業(公)○特別事業(公)

予算額 ２３，６４８千円

＜③－１ 老人ｸﾗﾌﾞ健康教室事業＞
～健康づくりに関する補助～

区市町村老連が実施する
○健康づくり事業（公）

予算額５，１４２千円

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

＜④老人ｸﾗﾌﾞ等活動推進員設置事業等＞
～東老連が実施する推進事業～

○活動推進員設置(公)

予算額３２，７７５千円（事務費含む）

＜⑤老人ｸﾗﾌﾞ友愛実践活動助成事業＞
～特に推進する活動への補助～

○友愛実践活動事業(公)
（「友愛実践活動講習会等」を実施）

予算額１２，０００千円

＜③－２ 老人ｸﾗﾌﾞ健康教室事業＞
～東老連が実施する推進事業～

○健康教室事業(公)
（健康づくりリーダー講習会等の開催 等）

予算額１４，０００千円


